日本財団「海と日本PROJECT」サポートプログラム

神戸開港150年記念 2017海の日をアートする～親子で学ぶ「神戸みなと塾」～

　　　　　　　　　　　　　　　事業報告書

報告日付：2017年9月28日
事業ID：2016399895
事業名：神戸開港150年記念  

2017海の日をアートする

～親子で学ぶ「神戸みなと塾～

団体名：特定非営利活動法人

神戸グランドアンカー　　　　　　　　　　　　

事業完了日：2017年9月20日
近年、全国的に青少年の海洋や海事への関心度の低下などが危ぶまれています。港とともに発展してきた神戸においても然りで、次世代のみなとまちづくりを提唱している当法人にとっては、格好のテーマであり、3年継続事業である。地元自治体やメディア、関連官公庁と連携して、アートを切り口として好奇心を沸き立てる体験型手法により、小学生（2年生以上）とその保護者を主体的に本事業に参加させ、各人が「海と日本プロジェクト」事業を認識し、発展させるよう実施した。

[実施スケジュールおよび内容]

1） 海と日本プロジェクト 海の日をアートする～親子で学ぶ「神戸みなと塾」

（１）日時：２０１７年7月２２日　９：００～１５：４０

（２）場所：波止場町TEN×TEN、神戸港中突堤、神戸港内海上

（３）内容：

　９：００～事前募集した参加者（小学生＝2年生以上 62人、保護者65人）を応募受

付票を以って、受付した。受付参加者数：小学生58人、保護者61人。

 ９：３０～参加者全員に対し、主催者であるNPO法人神戸グランドアンカー村上和

子理事長（国交省港湾局認定みなとまちづくりマイスター）が、本事業への参加を歓迎し趣旨及び内容説明と激励をした。

  ９：３５～特別講師（昨年同の平山好成氏＝神戸商船大卒、神戸港に係る識者）により、配布資料を基に、「海」「海の日」「神戸港」などについて、小学生向きに授業。

１０：０５～自分たちの信号旗（国際信号旗 UW旗：レプリカ）を、保護者と協力制

作。同時に、国際信号旗の簡単な説明をして、後に、港で船と交信する

ために、全員で旗振りの練習を行った。

１０：３５～全員、その旗を持って船との交信そして港内チャーター船の乗船場所で

ある神戸港中突堤へ向かった。

１０：４０～入港してきた港内遊覧船にUW旗（おかえり、歓迎の意味）を振る。遊覧船が側もこれに応えて、本物の信号旗で感謝の意を表した。

１０：５０～港内クルーズ船に乗船し、「神戸港内探検」が始まった。船上から、造船所で修理中の潜水艦やコンテナ船見て、全国でもまれな、文字が書かれている神戸港灯台や、神戸空港、ポートアイランドのコンテナヤードにあるガントリークレーンなど、観光や物流そして港における産業などについて、講師やスタッフの説明を聞きながら、参加者からは、矢継ぎ早の質問があり、大いに乗船効果がある「船上教室」であった。また、昔、捕鯨船の基地であった「第五突堤」では、最近では食卓には珍しい鯨と捕鯨の話を聞かされ、興味津々の感があった。

１１：４０～「神戸港内探検」が終わり、全員下船し、昼食。ほとんどの参加者が弁当持参で波止場町TEN×TENが昼食会場となり、家族ごとに賑やかな昼食となった。同時に、参加者同士の交流もあちこちで生まれた。

１２：４０～本日参加の保護者で、奄美大島出身のお母さんが、島在住時に覚えた三線による「奄美の島唄」を演奏。故郷の海を思い浮かべながらの熱演で、それに合わせて、塾参加の子供が踊りを披露した。午後からのプログラムに向けて、いい一休みであった。

１２：５０～ガラス絵講師の指導により、全員でガラス絵に挑戦。先ほどの「神戸港内探検」で見た「海」、「みなと」や「船」などをテーマにガラス絵を描いた。「海の日をアートする」そのものの講座である。ガラス絵とは、作品を裏から描いて表から観るもので、全員が初めての絵画手法であったが、興味深く、熱心に絵筆をとっていた。

     １４：１０～こどもフォーラムの開催。昼食時に、本フォーラムのパネラー5人を募集したところ、数人の希望者があり、そのうち5人を決定した。

本フォーラムは、5人のパネラーが中心となり他の参加者との対話がメインの予定であったが、質問や意見が盛んで、決めたパネラー以外の参加者もパネラー的役割を果たしたり、そこに保護者も加わり、賑やかな、熱心なフォーラムとなった。意見の内容はもとより、大勢の人前でマイクを持って発言することは、子供たちにとってかけがえのない経験であった。

　　  １５：０５～本事業についてのアンケートの回答及び参加しての感想や海の日に対するメッセージなど参加者全員が作成、提出。

　 １５：３０～長時間の「神戸みなと塾」。タイトなスケジュールだったが、誰一人としてリタイヤするものもなく、無事終了。当法人理事長により参加者一人一人に修了証を授与した。

　　　１５：４０～解散。昼に飛び入りで「奄美の島唄」を演奏と踊りで披露した親子により、参加者を送る演奏で、散会。

（４）参加者数：小学生58人　保護者６１人

２）海と日本プロジェクト「神戸みなと塾」 活動報告展
（１）日時：201７年８月１日～8月２９日

（２）場所：波止場町TEN×TEN　特設会場

（３）内容：7月２２日開催の「神戸みなと塾」での記録写真やガラス絵、感想文、メッセージなどの展示。別会場にて当日の様子を８K大型スクリーンで映像再現。期間中常時放映。

（4）参加者数：３，２１８人

[事業活動状況（記録写真）]

１）海と日本プロジェクト 海の日をアートする~親子で学ぶ「神戸みなと塾」～
日時：2017年７月22日（土）9：30～15：40

場所：神戸波止場町TEN×TEN及び神戸港港内（海上）

参加対象者：神戸市を中心とした近隣府県在住者

内容：

９：００～参加者60組（小学生2年生～6年生と保護者）を事前募集（応募者数：小学生62人、保護者65人）し、当日９時より応募受付票により受付（参加者数：小学生58人（2年生以上）、保護者61人）。
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女子高生のボランティアスタッフ　

が、参加者を待ちます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まだ落ち着かない様子です。

９：３０～　「神戸みなと塾」への歓迎挨拶
　　　　　　　　 NPO法人神戸グランドアンカー理事長村上和子（国交省港湾局認

定みなとまちづくりマイスター）が、本事業への参加を歓迎し、趣
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旨及び事業内容の説明と本日の激励をしました。

９：３５～　座学～「ものしり神戸港」

　　　　　　　　特別講師（平山好成氏：神戸商船大学卒　元神戸港振興協会職員で海、港、船に係るプロ）により、配布資料をもとに「海」「海の日」

「神戸港」などについて、小学生向きに説明します。

　　　　　　　　　  その間、受講生に対し講師からの質問や受講生から講師に対し質問多々あり。ようやく、受講生も場になれて、和気あいあいの雰囲気が出て、主催関係者一同ホッとしました。
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　　　　　　　　MCと本日船長（和久天晴氏）と講師（平山好成氏）
１０：０５～　自分だけの国際信号旗（UW旗）を作ろう
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　　2枚の旗で、その意味を表します。　　　2枚の旗の位置は上下が決まって

これでいいかな。「よし！できた」　　　　 います。間違えないように。

国際信号旗（ミニチュア）のUW旗を作りました。

　　　　船の入港時に出迎える旗です（おかえりなさいや歓迎の意味）
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これから港へ行き船を迎えます。アクションリーダー（本日船長：和久天晴氏＝港湾事業社社員）の号令で、元気よく旗を振って、交信の準備をしています。
１０：３５～　みなとへ向かってTEN×TEN出発
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TEN×TENを出発して、2分で中突堤にやってきました。

全員先ほど作った自分のUW旗を持って、今から、入港船との交信です。

みんなわくわくしています。
 １０：４０～　クルーズ船と交信！
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「おかえりなさい！」と

　入港船に向かって、元気　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　よくUW旗を振る。
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入港船からも「感謝」の応答で全員大喜び。

　　　　　　　これは本物の信号旗です。　➡

１０：５０～　船上からみなと探検

港内クルーズ船に乗って、「神戸港内探検」に行きます。

船上から、造船所で修理中の潜水艦やコンテナ船を。文字が書かれている神戸港灯台、遠くに明石大橋や神戸空港を見て、ポートアイランドのコンテナヤードを横に見る。大きなガントリークレーン（キリン）にみんな興味津々。昔、捕鯨船の基地だった「第5突堤」で、鯨と捕鯨の話を聞かされ、これには保護者もびっくり。船上から街並みを見る経験も十分の価値があったようです。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　港内クルーズ船「ファンタジー号」　　講師や本日船長からの「みなとの話」

　　に乗り込みます。クルーも「みなと　　を聞きながら、景色を楽しんでいます。

のお勉強がんばってね」とエール。

約50分間の船上港内探検が終わりました。座学～信号旗作り～船との交信～船上探検とスムーズにプログラムが進みました。炎天下の屋外でしたが、全員とても元気で、

午後のプログラムへ楽しく進みます。

　　　　　　　　　　　港内探検終了後みんなで記念撮影
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以上で午前のプログラム終了。全員弁当持参でTEN×TENで昼食。午後のプロ

グラム開始（１２：４０）までは、自由行動です。

受講生はほとんど初対面でしたが、昼食時には、結構みんな打ち解けて、いい

友達ができたようです。また、保護者のみなさんは、応募時から過去2開催以上

に、教育熱心さが伝ってきましたが、同じプログラム参加を機に、子供教育を

テーマとした交流が始まったようです。

　　　 

１２：４０～　午後のプログラム開始に向けて、一息つく。

　　　　　　　　　海に賛歌～「島唄」
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本日参加の北村親子。お母さんが、奄美大島出身で、急遽、島在住時に覚えた郷土楽器「三線」で、奄美の島唄を演奏。今も故郷のきれいな海を思い浮かべながら。本事業受講生のお子さんが、そばでその踊りを披露。

１２：５０～「ガラス絵」にチャレンジ～海の日をアートする

講師（美術家）指導により、午前プログラムでの港内探検をもとに、みなと、「海」、船などをテーマに,全員がガラス絵に挑戦。「ガラス絵」は親子とも初体験で、これこそが「海の日をアートする」を

象徴していた。
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　　　　ガラス絵とは
　　　　　　ガラス板の裏面に描き、出来上がりは表面を見ます。だから、カンバス

　　　　　　や紙に描く絵の色付けの順序とは全く逆の色付けになります。

１４：１０～　子供フォーラム
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　　　　　　午後のプログラム開始前に、本フォーラムのパネラー5名を募集したところ、希望者5人が手を挙げ、即座にその5名を決定した。
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元気に発言しましょう　　　　　　　　　　　　　自己紹介します。
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○○について教えてください。　　　　　　母さんも一言発言させて。

5人のパネラーをメインではあるが、会場の各々が質問し、それに対して、各々

が答える。当然、保護者も参加。本日の事業参加の感想も含めて、活発な意見

交換があった。主催者側の目的は、意見の内容は当然のこと、他人の前でマイ

クを持って発言する経験に重きを置いていた。期待通り、各々は、元気にはき

はきと討論し、意義ある討論会であった。また、保護者の中から、本日の感想

などを発言する者もあらわれ、想像以上の、活気あるものだった。

１５：０５～　活動報告展の準備（アンケート、感想文、メッセージの作成）

　　　　　　　「みなと塾」の終了となり、参加者全員が、アンケートに答え、感想文、メッセージを作成した。8月1日からの、活動報告展で発表するものです。（アンケート項目、集計については別紙）
１５：３０～　終了証授与

 　　　　　　　長時間の「神戸みなと塾」。座学あり、工作あり、船上見学

　　　　　　　　　　 や、アート創作やフォーラムありの、タイトなスケジュール

　　　　　　　　　　 でしたが、一人のリタイヤもなく、よく頑張りました。
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    　　よく頑張りましたね。　　　　　　　楽しい夏休を過ごしてくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１５：４０　解散

　　　　全プログラムを終了しました。これで解散です。

　　　　8月1日から活動報告展を1か月間開催します。お友達を誘ってぜひお越しくだ

さい。

なお、先ほどの北村親子にお父さんも加わって、皆さんをお送りするするた
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め、島唄を演奏します。踊りたい方はステージ上がって、一緒に踊りましょ

う。並行して三々五々解散となりました。

2） 海と日本PROJECT「神戸みなと塾」活動報告展

日時：2017年8月1日～8月29日

場所：波止場町TEN×TEN　特設会場

内容：7月22日の「神戸みなと塾」での活動状況を記録した映像を８Kスクリーンで期間中常時放映。また活動状況スナップ写真パネルや参加者（保護者含む）が制作したガラス絵作品及び感想文、メッセージなどを展示。
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 　　あ、わたしがここにいる。　　　　　　　夏休みのいい思い出に浸る。

　　　楽しそうに、よく頑張ったね。
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　　８Kの映像に食い入るように観覧。　　　　　　お母さんにガラス絵の評価を。

　　「うわー、きれいに映っている」　　　　　　　上手に描けているね。

　　学校の友達にも、みせたいなあ。

事業を終えて
本事業も3回目を迎え、年々参加者の質が向上し、中身の濃い「教育」であったと感じる。子供たちは、アートや工作を切り口にした体験型手法で、「海」「みなと」を学び、特に海やみなとにほとんど接したことがない子供たちには、「海事」への興味と希望が生まれたようである。このようにテーマを決めて学ぶことと同時に、次世代を担う小学生たちが、一定のルールのもと、互いを尊重しあい、協調しあうことができたことは、価値あるものと思う。そして、彼らの「海」に対する認識と海洋日本の旗頭となる人材育成の一歩が踏み出せたことは、主催者として大いに自信を深めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[掲載媒体]
6月26日　　毎日新聞　＜アートを通じ学ぶ海＞

　7月 5日　　 読売新聞　＜親子で学ぼう海と港＞

　7月7日　　 サンテレビジョン　21：00～情報ポートコーナー（告知）

　７月22日　  サンテレビジョン　 17：30～サンTVニュース（事業実施）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

